日本プロセス化学会の新しい地域活動：地区フォーラムについて
　2008年7月30日の総会において、新たに以下の運営規定に示す日本プロセス化学会の地域活動をスタートさせることが承認されました。同時に、茨城県鹿島地区における同フォーラムの発足が認められました。

　会員の皆様におかれましては、本活動の趣旨をご理解頂き積極的な学会活動への参加をお願い申し上げます。

日本プロセス化学会地区フォーラム運営規定

＜趣旨＞

　各地域（日常的に交流可能な範囲）における学会活動の一環として、プロセス研究における情報交換会、勉強会、講演会等を企画し、会員及び企業の研究レベルの向上と学会活動の活性化を図る。

　シンポジウムでは困難な、形式に囚われない、ざっくばらんな意見交換と地域に於ける人的交流の場を志向する。

＜名称＞

「日本プロセス化学会XXX地区フォーラム」とする。

＜参加資格＞

日本プロセス化学会の賛助会員、または正会員を社員に持つ当該地区の企業または大学等の公共研究機関

＜運営組織＞

· 各機関からの代表者１名以上により幹事会を形成する

· 代表幹事1名が学会との連携を図る

· フォーラム設立願い（上記名簿および主な活動計画）を理事会へ提出し承認を得て発足する

＜活動＞

· 活動計画は幹事会で決定し、理事会へ報告する。

· 活動内容により必要に応じて地区ごとに予算管理を行う。
· 年度末に代表幹事より活動ならびに予算収支(地区予算および学会からの補助の収支) について理事会へ報告し承認を得る。

· 当該地区外からの講師を招聘する際は、費用を含め事前に学会長の許可を得て日本プロセス化学会からの費用負担を受けることが出来る。

· 学会からの補助は別途規定する。

· 講演会は事前にHPへ掲載し、会場の収容人数が許容する限り、正会員、賛助会員ならびに当該地区フォーラムの会員の参加はオープンを原則とする。

＜フォーラム発足の手順＞

· 「フォーラム設立願い書」（次ページ）に必要事項を記載し、将来計画委員長を経て理事会へ提出する。

· なお、本件に関する問い合わせご相談は、日本プロセス化学会・将来計画委員長（内藤　俊彦：〒314-0255茨城県神栖市砂山22　エーザイ株式会社原薬研究所、Tel；0479-46-1156、Fax;0479-46-4956）まで
以上
日本プロセス化学会地区フォーラム設立願い（見本：適宜変更）
2008/MM/DD
＜名称＞

日本プロセス化学会鹿島地区フォーラム

＜代表幹事＞

内藤俊彦　(エーザイ株式会社原薬研究所長、日本プロセス化学会将来計画委員長)

＜幹事および構成機関＞

	社名
	所属
	正
	副

	YY(株)
	ｹﾐｶﾙ開発ｾﾝﾀｰ

ﾌﾟﾛｾｽ開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ
	富岡　清
	富岡　清

	田辺富岡(株)
	ﾌﾟﾛｾｽ化学研究部
	田辺　陽
	　―――

	富岡田辺 (株)
	技術開発部

合成技術Ｇ
	塩入　孝之
	プロセス　太郎

	塩入製薬(株)
	原薬研究所
	内藤　俊彦
	久保田　学


＜活動(案)＞

1） ゼミ研鑽活動：　論文紹介、質疑応答。２～３ヶ月に１回程度のペースで、各社事務局持ち回りにて実施する。活動を通じて自己研鑽を図る。

2） 技術紹介：　年に１～２回。（学会発表するほどでもないボリュームの内容も含め）可能な範囲での各社の持つプロセス化学・安全工学などの技術・ノウハウや既に学会で発表した内容の紹介を行う。

3） １，２を通して学会では得られないざっくばらんな議論を行い、各社研究員の相互交流の場とする。

4） 工場見学：　各社の設備、機器などの紹介、見学会。

5） 外部講師による講演会：　各社で講演会等を実施される場合に、可能であればフォーラム参加企業からの出席枠を設ける。　予算措置が可能であれば、フォーラムとして講師を招聘し講演会を開催する。
6） 幹事会にて議論し、鹿島地区フォーラム構成企業の拡大を志向する。

7） その他必要な事項は幹事会で議論し決定する。

＜講師招聘のための学会補助希望額＞

2件：１０万円程度。　　学会の規定上可能であればお願いしたいと存じます。
以上
